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今月のグッジョブ

［危機管理課］

　
時
間
体
制
で
災
害
・

危
機
の
発
生
に
備
え
る

24

「減災」のために

昼夜を問わずがんばる

姿に Good Job!!

自然災害はもちろん、

あらゆる危険から県民の命を守ります

　

今
回
紹
介
す
る
危
機
管
理
課
に
は
、基
地
対
策
・

調
整
班
、防
災
班
、無
線
班
、原
子
力
対
策
班
か
ら
な

る　

名
の
職
員
の
ほ
か
、災
害
な
ど
の
警
戒
・
監
視

の
た
め　

時
間
体
制
を
と
っ
て
い
る
防
災
室
に
勤

務
す
る
嘱
託
職
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。知
事
直
属

の
組
織
で
、自
然
災
害
に
限
ら
ず
、弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
や
原
子
力
災
害
、テ
ロ
攻
撃
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
災
害
・
危
機
の
発
生
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
「
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
、５
年
ぶ
り
に
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、全
員
が
参
集
し
対
応
し
ま
し

た
。台
風
に
よ
る
警
報
は
、事
前
に
予
測
で
き
ま
す

が
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
大
雨
警
報
な
ど
事
前
に
予

測
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、真
夜
中
や
早
朝
に
、直

ち
に
職
場
へ
急
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」と
語
る

の
は
防
災
班
の
馬
場
さ
ん
。

　

ま
た
、災
害
防
止
を
目
的
に
、毎
年
、台
風
や
地
震

等
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
の
ほ
か
、石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
等
総
合
防
災
訓
練
、原
子
力
防
災
訓
練
、

テ
ロ
攻
撃
等
を
想
定
し
た
国
民
保
護
訓
練
な
ど
を

実
施
。さ
ら
に
、地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、毎
年
2
回
県
内
各
地
で
自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
危
機
管
理
課
の
モ
ッ
ト
ー
は
、災
害
時
の
被
害

を
最
小
化
し
、災
害
か
ら
の
迅
速
な
回
復
を
図
る

『
減
災
』。災
害
発
生
時
は
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ
と

を
最
重
視
し
、経
済
的
被
害
が
で
き
る
だ
け
少
な
く

な
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
災

害
に
備
え
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、総
合
的

な
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」と

石
川
さ
ん
は
熱
く
語
り
ま
す
。

　

危
機
管
理
課
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
か

ら
強
い
使
命
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

Goo
d J

ob!
!

東日本大震災では、警察や消防、自衛隊の力によ
り多くの命が救われましたが、ご近所の力により
救われた命も、それ以上に多かったと言われてい
ます。地域の防災対策を効果的に行い、「自らの
地域は皆で守る」という意識で自主防災活動を
行うことはとても重要です

24時間体制の防災室

防災班　石川雄二さん 防災班　馬場太志さん
長崎は海や山に囲まれて自然が豊かな反面、災
害が起こる可能性も高いんです。土砂災害警戒
区域や特別警戒区域など、危険な場所に住んで
いる方がたくさんいます。外部の情報を敏感に
キャッチするなど、自然災害に対する警戒を高め
ていきたいと思います

空から県民を守る長崎県防災航空隊。
ヘリコプターの機動性を活かし、消火・
救急・救助の災害現場で活躍しています

「県民の安全のために今日もがんばります！」大きな災害が起きた時に立ち上げる『長崎県災害対策本部』の看板と共に力強いガッツポーズ

ば ば たい しいしかわゆう じ
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中村法道長崎県知事

　県政を進めていく中で一番大切ことは、
県民の皆さんが安心して暮らせる環境を整
えていくことです。
　いつ起きるかわからない自然災害や事
故などのさまざまな災害・危機事象に備
え、24時間体制で警戒・監視し、人的被害
が出ないよう全力で取り組んでいきます。


